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2C10 日産自動車の 研究開発体制 f<; ついて 

石 澤 静 雄 日産自動車 

日産自動車の 研究開発体制について 

円高に伴う業績の 急速な悪化への 強い危機感から、 企業全体を巻き 込んだ業務 

の改革に取り 組みはじめた。 いまだ改革途上ではあ るが、 開発部門内を 中心とし 

た 新生日産自動車への 取り組みについて 述べてみる。 

1 . 企業内の風土改革 
( 1 ) 企業理念の提唱 

組織の活動のべクトルを 合わせ、 全社員が共通の 基盤にたって 議論し、 行動す 

るために、 図 1 に示すような 企業理念が経営指針とともに ， 86 年に、 制定された。 

とかく、 組織単位で最適化しがちな 考え方、 行劫バタ） ンを 「お客さまの 満足」 

という視点から 根本的に見直すきっかけとなり、 組織全体の活性化をはかる 大き 
なきっか け づくりとなった。 この企業理念は 社内のみにとどまらず、 田内企業や 

海外の関連企業にも 取り入れられ、 新生日産自動車のスローガンとして 大きな 形 
菩を及ぼしている。 

( 2 ) 閣発 部門内の活性化活動 

企業理念の制定とともに、 独創性の発揮しやすい 風土づくりのために、 種々の 

自発的な活性化活動 か 、 苦手， 中堅中心とした 屈から発生し、 これを部門 全 休が 

支援し盛り上げた。 各種の講演会， ミニコミ 侍 ， 自主的なサークル ， 自由で働き 

やすい環境づくりのため、 服装の自由化， フレックスタイムの 導入などを実施し 

ている。 さらに、 年 1 回の大規模な 地域 

0 人々も巻き込んでの 開発察の開催など 血 
を行なっている。 なお研究所ではフレッ   金葉理森 
クスタイムをさらに 進めた 裁且 労働によ 

る 研究者の勤務時間の 自己管理システム 
わたくしたちは 

を 導入している。 これらの活性化活動が 
「お客さまの 溝 足 」を第一錠として 

それぞれの業務分野で 世界一をめざすと お客さま・を 創造し、 お客さまを拡げて 

いう 「プロジ ヱ クト 9 0 1 」運動 に 発展 ゆくことにより 

し 、 商品力 め 強化に大きく 貢献すること さらに 且 かな社会の発展に 宜 仇する。 

となった。 

( 3 ) 中央研究所における 新所長方針 

開発部門の中で 先行的な研究を 担当し 図 1  企業理念 
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ている中央研究所においては、 研究の先進シフトをはかるために、 新しい所長方 
針を設定した。 

①独創への挑戦 

②英知の統合 

③人への 思 、 いやり 

これは、 より高い目標の 、 難しい研究に 多数の人の知恵を 集めてチャレンジして 
いこうということであ り、 この方針に基づいて、 研究所の研究チーフの 質をより 

挑戦的なものへと、 見直し， 改廃などを行なっている。 

2. フレキシ フ ルな組織運営 

< 1 ) プロダクトマネ、 ジャによる商品開発 

商品企画室， 商品本部を設け、 商品開発機能を 一木化するとともに、 車種構成 
と 個々の車とのコンセプトの 整合性をはかり、 マーケティンバと 商品企画の的確 
な 結びつきを強化した。 また商品本部には 車種毎に担当の 主管 ( プロダクトマネ 
ジ十 ) を 投匿 し、 開発から生産・ 販売に渡を幅広い 権 限を委譲 し 、 商品を軸とし 
た 業務推進体制の 構築をはかっている。 

( 2 ) 開発と生産の 連携の強化 

開発と生産が 密接に連抹して 先行技術開発を 進めるために 技術開発センタを 設 

げ 、 生産技術の革新を 推進している。 

( 3 ) 組侍の フラット化 

中央研究所においては、 4 研究所の下にあ った研究室を 廃止し、 研究所長の下 

に、 それぞれ研究者が 位置するフラット 組紙とし、 梼 動的で柔軟な 組 持 運営を行   
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て 、 アメリカおよび、 ヨーロッパに 現地 

開発会社をそれぞれ 設立し、 現地に合った 車の開発を行なっている。 この現地開 
発 ち サポートする 日米欧を結ぶ C A E のネットワークシス チムと 進めている。 

さらに、 国内外の大学， 研究機関との 連携を強化するための 研究 構報 ネット ワ 

一クづくりにも 着手した。 

4. 基礎研究の充実強化 

お手木のない 技術開発競争に 勝ち抜くには、 いっそう強力な 研究開発への 取り 

組みが必要となる。 近年、 科学と技術の 接近・共鳴が 言われ、 新技術の開発にお 

いても、 科学の領域にまで 踏み込まないとプレークス ル ）できないような 技術が 

増加 U つ っあ る。 そのために、 中央研究所に 基礎研究室を 設立し、 2 1 世紀の新 

しい技術をにらんだ 基礎研究の強化を 行なっている。 

5. 研究運営シス チム について     
( 1 ) 研究戦略の策定 

f f 研究戦略については、 毎年ローリング 

な 行ない、 研究戦略会議によって 決定し 

  

前年度長・中期計画   
がなされている。 

( 2 ) 研究のフェーズ 別 管理 

研究 チ 一 ％は 図 4 に示すようなフ エ一 
ズ にそれぞれ 分 げられる。 そしてそれぞ 

研究実行計画   

れ 0 フ ヱ一ズに 応じ管理万法を 変え、 メ 

リハリをつげた 研究運営を行なっている。 図 3  研究戦略の策定過程 

す ねね ち、 設計移管が近 い 実用化研究に 

ついては、 資源投入を最優先とし、 確実                                   

に 技術開発を成功させるために、 進捗 管 分は                   

理を厳しく行なっている。 一万、 基礎研 ニ Ⅰ 
究は ついては、 基本的には、 管理よりは、 尭臆 曲 目ほの w* ィ 」 

分倣の考え 目究 の世辞性 

アイチ ィア をいかにふくらませるかの 方 れ界 輌 Ⅰ 点は向 

に 重点を置いた 支援体制をとっている。 チ - ムワ - ク   
く江硅ノ く 応用 ノ く 実用化 ノ 

・ 折 技術の芽 " 。 " 億能 。 "" ・授 記 計画との整合 

        珪牟 解析 ・ 接 牧の実れ手段 " 。 程億 " 
・高度な耳門技術 カ ・ 俺 何件．アイデア． 特杵 ・コスト． ぼ頼 性確認 

・先進枝折の 自助車への ・ 仮コ 実用化案の決定 ・投打・製造部門への 技術移 昔 
"" 。 。 梶柱   

        く石。 " ・自助 車 固有の基礎技術 

・ WHY 追求． ソフト固め 

図 4  研究のフェーズ 別 管理 
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6. 人材の育成 

研究開発は人に 依存する部分が 非常に大きい。 また、 創造性を発揮させるには、 

多様な価値域をもった 研究者の存在が 欠かせない。 そのために次のような 施策を 
実施している。 

( 1 ) 高度専門能力の 活用 

その分野において 卓越した技術と 深い学識を有し 社内外で指導的役 割 をはたし 

ている人をリサーチ チィ レクタ一に、 またそれぞれの 専門分野で高い 技術力を有 
している人にはシニアリサーチャとして 処遇し、 その専門能力を 向上することに 

専念できる体制をとっている。 

( 2 ) 中途採用による 異業種からの 人材の導入 

異 分野から人材を 積極的に導入するため、 専門技術者を 積極的に中途採用して 
いる。 

( 3 ) 海外研究者の 採用 

価値観の多様化， 開発部門内部のグローバル 化のため、 海外研究者の 導入をは 

かっている。 

7. 今後の課題 

( 1 ) 拡大する研究開発分野の 適性化と重点資源投入分野の 選定 

( 2 ) 研究開発のグローバル 化に対応したマネ 、 ジメントの改革 

( 3 ) 独創的な研究開発の 一層の推進 
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